






年 月

組 月 日 （ 火 ）

● 実施計画

● 実施報告

● 振り返り

・オリジナルお金作りでは、子どもたちの自由な発想を褒める
ことで、やる気にも繋がり黙々とお金作りを行っていた。また
他児と被らないように作る姿も見られた。　　　　　　　　　・自分
達で大きさによって、お金の価値を変えるという考えを自ら
持つことも出来ていた。

日頃は玩具の一つだったり大人が扱うものである「お金」だ
が、ルーツを知ったり、「お金」とは何か。をみんなで探求する
ことで「お金」について身近で大切なものであることを知るこ
とができたと思う。自分のオリジナル「お金」を作成すること
は遊びを通して「お金」に親しむ体験となった

探究活動の実践内容 活動中の子どもの姿、声、保育者との関わり

・前回の活動を振り返り、お金が交換に便利な道具であること
を確認した後、実際のお金がどんな形、色、模様かについて考
えた。
・自分たちで新しいお金を作るなら、どんな形、値段、絵にし
たいかを考え、自由な発想でオリジナルのお金を描く活動を
行った。
・オリジナルのお金を使い、買い物ごっこを行った。

【子どもの姿・声】
・「どんなお金作ろうかな」「大きさを変えてお金の値段変えよ
うかな」と考えて作っていた。

【保育者との関わり】
・見た目だけでなく、感触や重さの違いなど、観察する視点を
広げられるように援助した。
・現実のお金にとらわれず、子どもたちの自由な発想を尊重
するよう配慮した。
・発表時、質問や問いかけを通して発表内容が具体的になる
ように援助し、友達の作品で気づいた点を認めていくことを
意識した。

保育者側の気付き 園長からの感想・助言内容

・描いたお金について発表し、友達の作品の素敵な
点も共有する。

・次回、このお金で「お店屋さんごっこ」をして買い
物体験をすることを伝え、期待につなげる。

・大昔はお金が貝殻だったことを知る。

10:05〜10:30 ・自分だけの（またはクラスだけの）オリジナルのお
金について、形や値段、絵などを考える。

・アイディアを基にオリジナルのお金を描く。

時間 内容
【環境設定】
・子どもたちが自由に発言できる雰囲気を作り、
一人ひとりの意見を尊重し、受け止める。
・正解・不正解を明らかにするのではなく、
多様な捉え方や考える姿勢・態度を大切にする。

【活動使用教材】
・模擬貨幣（紙幣、硬貨）
・画用紙（白、八つ切り、1枚/人）
・筆記用具（色えんぴつ、クレヨンなど）
・ホワイトボート
・ホワイトボードマーカー

【事前準備】
・模擬貨幣をクラス人数分以上用意しておく。
・デザインのヒントになる図鑑等を用意しておく。

10:00〜10:05 ・前回の活動を振り返り、物々交換がうまくいかな
かった理由とお金の利便性を再確認する。

・お金はどんな形、色、模様かを考えてみる。

活動テーマ

おかね　～おかねってなんだろう～
お金ってどんな形？

活動テーマに関する　日頃の興味関心について

前回の物々交換体験を通じて、お金が「物を交換するための便利な道具」であることを理解した。
日頃の生活の中で見かける日本のお金について、その形やデザイン、色など、具体的な特徴に好奇心が向いている。

活動スケジュール 環境設定　・　準備物

４・５ 歳児 こあららいおん 2 17 川邊

R8 2 探究保育　活動報告書 キッズガーデン西巣鴨

実施クラス 実施日 実施保育者名


